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　21世紀初頭に颯爽とフランスのチェロ界に登場し、世界を
駆け巡りながら、華やかに、多彩に活躍を続けるゴーティエ・
カプソンも、2021年には40歳、不惑を迎えました。若手
筆頭格として、腕白（？）な印象の強かった彼も、いまや
押しも押されもせぬ実力派チェリストとして、フランスの

クラシック音楽界全体を牽引する存在へと成長し、一段と
その輝きと存在感を増しています。
　誰もが、好むと好まざるとにかかわらず、これまで、そして
今後の人生を考えざるを得なかったコロナ禍において、いち
早く音楽家としての原点に立ち返った彼は、そこにひとりでも
聴き手がいる限り、弛まず、休まず、優れた音楽を届け
続けるのが音楽家の使命だと覚悟を決めたかのよう。チェロ
一本を片手に、自治体からのオファーに応じてフランス各地
を手弁当で駆け巡り、ステイホームで音楽に飢えた聴衆
と触れ合いながらチェロの名曲を披露する姿からは、
この難局をむしろ成長への糧と変え、貪欲に進化を続ける
頼もしい逞しさが溢れていました。
　そんな彼にとってトッパンホールは、日本でのリサイタル
デビューとなった場であり、またその後もコンスタントに
出演しては、確かな足跡を刻んできた思い出のステージ。
2014年のユジャ・ワンとの共演以来と、少し久しぶりの
登場ではありますが、408席の聴衆を前に、いまあらためて
原点に立ち返り、充実の《無伴奏》プログラムに挑みます。
バッハの無伴奏組曲第1番、そしてコダーイの無伴奏ソナタと、
チェリストの真の実力が試されるふたつの名曲でデュティユー
の佳品を挟み、一気呵成に駆け抜ける休憩無しのプログラム。
無伴奏プロらしい緊張感と、ゴーティエならではの茶目っ気
豊かなサービス精神、そして何より、音楽を心から享受する
歓びに満ちた、素晴らしい一夜になること、間違いありま
せん。


